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　宗
むね

義
よし

は16歳
さい

のときに父の事業を手
て

伝
つだ

うために上京。また、31歳で福島県
の鉄道会社の経

けい

営
えい

を立て直しました。
　宗義は県内のどこに住んでも家か
ら通

つう

勤
きん

できるようにするという構
こう

想
そう

をもっていました。県内のどこに住
んでも、能

のう

力
りょく

に応
おう

じた労
ろう

働
どう

・文化・
教育の機

き

会
かい

が平等に与
あた

えられること
を目指したのです。

　地元新聞社の記者となり、立
たて

山
やま

の
山
さん

岳
がく

取
しゅ

材
ざい

などで活
かつ

躍
やく

しました。童話
作家になる夢

ゆめ

をもち、「長者屋
や

敷
しき

」「佐
さ

伯
えき

有
あり

頼
より

」など富山の伝
でん

説
せつ

を基
もと

にした
童話を創

そう

作
さく

しました。
　1911（明治44）年、童話づくりに
力を入れるため上京し、幼

よう

稚
ち

園
えん

に勤
つと

め
ながら童話の研究を続

つづ

け、子ども向け
雑
ざっ

誌
し

の記者をしたり、ヨーロッパの童

　卒
そつ

業
ぎょう

後も大学で研究を続
つづ

けた新
しん

太
た

郎
ろう

は、八
や

木
ぎ

秀
ひで

次
つぐ

教
きょう

授
じゅ

の研究室で講
こう

師
し

として 超
ちょう

短
たん

波
ぱ

＊の研究をしていたと
き、実

じっ

験
けん

装
そう

置
ち

の近くに金
きん

属
ぞく

棒
ぼう

が置
お

い
てあると電波が強くなる現

げん

象
しょう

に気づ
きました。新太郎は、金属棒が電波
を 導

みちび

く導
どう

波
は

器
き

になることを発見し、
「八

や

木
ぎ

・宇
う

田
だ

アンテナ」として実用化
しました。これが現在、世界中で使

　松
まつ

太
た

郎
ろう

は東京帝
てい

国
こく

大学（現
げん

東京大学）
を卒

そつ

業
ぎょう

し、内
ない

閣
かく

統
とう

計
けい

局
きょく

  （現総
そう

務
む

省
しょう

統
計局）に入りました。警

けい

視
し

庁
ちょう

に勤
きん

務
む

して学生運動や米
こめ

騒
そう

動
どう

を鎮
しず

めるなど
の功

こう

績
せき

を挙
あ

げ、その後、経
けい

営
えい

難
なん

だっ
た読

よみ

売
うり

新聞社＊の社長になりました。
　松太郎は、新聞にラジオ番組欄

らん

を
載
の

せたり、読者にイベントの入場券
けん

を配ったりする新しいアイデアで、

どこに暮
く

らしても平等な機
き

会
か い

を
佐

さ

伯
え き

 宗
む ね

義
よ し

子どもたちに郷
き ょ う

土
ど

の童話を
大
お お

井
い

 冷
れ い

光
こ う

高
こ う

性
せ い

能
の う

のアンテナを作ろう
宇

う

田
だ

 新
し ん

太
た

郎
ろ う

人々に娯
ご

楽
ら く

と文化を届
と ど

けたい
正
し ょ う

力
り き

 松
ま つ

太
た

郎
ろ う

1894（明治 27）年２月28日―1981（昭和 56）年８月４日

1885（明治18）年11月７日―1921（大正10）年３月５日 1896（明治 29）年６月１日―1976（昭和 51）年８月18日

1885（明治18）年４月11日―1969（昭和 44）年10月９日

　宗
むね

義
よし

は上
かみ

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

立
たて

山
やま

村
むら

芦
あし

峅
くら

寺
じ

（現
げん

立
山町）で生まれました。父は山で鉱

こう

物
ぶつ

を探
さが

す鉱
こう

山
ざん

師
し

でした。立山信
しん

仰
こう

の中心

　冷
れい

光
こう

の本名は信
のぶ

勝
かつ

といいます。上
かみ

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

三
さん

郷
ごう

村
むら

（現
げん

富山市）の農家の
一人息子でした。生まれる前に父が、

　下
しも

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

舟
ふな

見
み

村
むら

（現
げん

入
にゅう

善
ぜん

町
まち

）に生
まれ、小学校３年のときに魚

うお

津
づ

に移
うつ

り
ました。県立魚津中学校（現県立魚津

　土木建
けん

築
ちく

業の二男として射
い

水
みず

郡
ぐん

枇
び

杷
わ

首
くび

村
むら

（現
げん

射水市）で生まれました。
あまり 丈

じょう

夫
ぶ

ではなく、両親は兄弟と

貧
ま ず

しい山村で生まれる

作文が得
と く

意
い

な小学生 大学で研究したい

庄
しょう

川
が わ

で遊んだ少年時代

立山を貫
か ん

通
つ う

する大事業

全国で童話を語る 金
き ん

属
ぞ く

棒
ぼ う

からヒント得
え

て

新聞・テレビ・政
せ い

治
じ

で活
か つ

躍
や く

地として開けた芦峅寺集落には当時、
学校は小学校１校だけで、ほとんどの
住
じゅう

民
みん

は山仕事でわずかな 収
しゅう

入
にゅう

を得
え

ているだけでした。宗義はそんな村の
状
じょう

況
きょう

を変
か

えたいと思っていました。

10歳
さい

のときに母が亡
な

くなったため、
信勝は親

しん

戚
せき

の家で育てられました。
祖
そ

母
ぼ

や母から聞かされたおとぎ話に
興
きょう

味
み

を示
しめ

し、本を読むのが好きで、
国語が得

とく

意
い

でした。

高校）から広島高等師
し

範
はん

学校（現広島
大学）に進み、中学校で 教

きょう

師
し

をしま
した。その後、電気通信の分野で進ん
だ研究をしていた東北帝

てい

国
こく

大学（現東
北大学）電気工学科に入学しました。

外で遊ぶよう勧
すす

めたといいます。５歳
のとき、 庄

しょう

川
がわ

の河
かわ

原
ら

で遊んでいた松
まつ

太
た

郎
ろう

は、川でおぼれてしまいました。
冷
つめ

たくなった松太郎を、母親が必
ひっ

死
し

に
病院へ運び、命を取りとめました。

　これを実
じつ

現
げん

するため、宗義は富山
に戻

もど

り、1943（昭和18）年に県内
の鉄道、バス会社を統

とう

合
ごう

して富山地
方鉄道を設

せつ

立
りつ

。また、三方を山に囲
かこ

まれた富山県が発
はっ

展
てん

するには、立
たて

山
やま

を 貫
つらぬ

いて長野と北
ほく

陸
りく

を結
むす

ぶ交通機
き

関
かん

の整
せい

備
び

を図ることが必
ひつ

要
よう

だと考え、
1971（昭和46）年、立山黒

くろ

部
べ

アル
ペンルート＊を完

かん

成
せい

させました。
　宗義は 衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

に８回当
とう

選
せん

し、
政
せい

治
じ

家
か

としても活
かつ

躍
やく

しました。

話を勉強したりしました。そして、自
作の童話を子どもたちに話して聞か
せるため、全国を旅行して回りまし
た。1915（大正４）年には、富山市や
上
かみ

新
にい

川
かわ

郡
ぐん

の小学校でも童話を語り、多
くの子どもたちに感動を与えました。
　冷

れい

光
こう

は故
こ

郷
きょう

の子どもたちに立山開
山伝説の主人公「佐伯有頼」の活躍
を心の拠

よ

りどころにしてほしいと考
え、故郷に有頼（→74ページ）の銅

どう

像
ぞう

を建
た

てる計画を進めました。

われているテレビアンテナです。
　新太郎の１歳

さい

年上で魚
うお

津
づ

中学校を
卒
そつ

業
ぎょう

して農学者になった盛
もり

永
なが

俊
とし

太
た

郎
ろう

は、遺
い

伝
でん

の仕組みを研究し稲
いね

の新し
い品

ひん

種
しゅ

を作るための科学的基
き

礎
そ

を確
かく

立
りつ

しました。新太郎、俊太郎、それ
にテレビの研究で知られる川

かわ

原
ら

田
だ

政
まさ

太
た

郎
ろう

（→64ページ）はいずれも、明
治時代の後半に魚津で学んだ世界的
な科学者です。魚津市民は「魚津の
三太郎」と呼

よ

び、誇
ほこ

りにしています。

経営を立て直すことに成
せい

功
こう

しました。
　また、1953（昭和28）年には、日
本初

はつ

の民
みん

間
かん

テレビ放送を実
じつ

現
げん

。街
がい

頭
とう

に
置かれたテレビのスポーツ 中

ちゅう

継
けい

は大
人気で、テレビの普

ふ

及
きゅう

につながりま
した。1934（昭和９）年には、大日
本東京野球倶

く

楽
ら

部
ぶ

（現読売巨
きょ

人
じん

軍
ぐん

）を
つくり、プロ野球を発

はっ

展
てん

させました。
　その後、 衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

となった松太
郎は、原子力の平和利

り

用
よう

を進めたた
め、「原子力の父」とも呼

よ

ばれています。

・�自分の町を住みやすくする
・�広い視

し

野
や

で世の中の仕組みを
考える
・�困

こん

難
なん

なことにも挑戦する

・本をたくさん読む
・郷

きょう

土
ど

に伝わっているものを大
切にする

・�自分の作ったものを多くの人
に知ってもらう

・好きなことを徹
てっ

底
てい

的
てき

に学ぶ
・小さな変

へん

化
か

にも目を向ける
・�発見を便

べん

利
り

な暮
く

らしに役立て
る

・�困
こま

ったときに助けてくれる友
人をもつ

・�新しいアイデアを出す
・�みんなが楽しめることを企

き

画
かく

する

呉
くれ

羽
は

山
やま

にある「佐
さ

伯
えき

有
あり

頼
より

少年像
ぞう

」は、冷
れい

光
こう

の願
ねが

いを引き継
つ

いだ人たちが立
たて

山
やま

開山 1300 年を記念して建
た

てたものです。  ＊超短波【ちょうたんぱ】　地上アナログテレビ放送・ＦＭ放送・アマチュア無
む

線
せん

・航
こう

空
くう

無線などに使われている電波です。

 ＊読売新聞社【よみうりしんぶんしゃ】　発行部数は 1000 万部を超
こ

え、世界で 最
もっと

も部数の多い新聞として「ギネスブック」に 紹
しょう

介
かい

されています。  ＊立山黒部アルペンルート【たてやまくろべあるぺんるーと】   標
ひょう

高
こう

3000m 級の峰
みね

々
みね

が連
つら

なる北アルプスを 貫
つらぬ

く観
かん

光
こう

ルート。完
かん

成
せい

まで約 20 年間かかりました。

発行部数を増大させた新聞社の経
けい

営
えい

者
しゃ

民
みん

間
かん

テレビ放送の創
そう

始
し

者
しゃ

プロ野球の誕
たん

生
じょう

に貢
こう

献
けん

記者として立
たて

山
やま

を探
たん

検
けん

全国で自作童話を語る

佐
さ

伯
えき

有
あり

頼
より

像
ぞう

建
こん

立
りゅう

を計画

富山地方鉄道を設
せつ

立
りつ

立
たて

山
やま

黒
くろ

部
べ

アルペンルートを完成

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

を８期務
つと

める

アンテナ・ 超
ちょう

短
たん

波
ぱ

の研究者

八
や

木
ぎ

・宇
う

田
だ

アンテナを 共
きょう

同
どう

開発

「魚
うお

津
づ

の三太郎」の一人

立
たて

山
やま

トンネルの貫
かん

通
つう

を 喜
よろこ

ぶ人たち。室
むろ

堂
どう

から大
だい

観
かん

峰
ほう

を結
むす

ぶこのトンネルは、トロリーバスで通
ることができます。（立山黒部貫光提供）

富山に伝
つた

わる話を題
だい

材
ざい

に、冷
れい

光
こう

はたくさんの著
ちょ

書
しょ

を発表しました。（富山県立図書館冷光文庫蔵）

八
や

木
ぎ

・宇
う

田
だ

アンテナ。1930（昭和５）年のベル
ギー万

ばん
博
ぱく

に出品されました。（東北大学電気通信
研究所提供）

正
しょう

力
りき

松
まつ

太
た

郎
ろう

像
ぞう

に花
はな

束
たば

を贈
おく

る巨
きょ

人
じん

軍
ぐん

の選
せん

手
しゅ

たち
（1963〔昭和38〕年ごろ）（正力・小林記念館提供）


